松 太郎は 指で 額 を 叩き、 苦笑しながら 左様 云った。 

「然 らば ご 教授 申そう かの II 匁と 申す 此 文字 はな、 

何 文の 目と いう 意義で ござる よ。 つまり 文 X と 書く ベ 

きを 略して 此 様に 書き 申す」 

「はは あ、 文 X の 略字 かの。 如何様、 是は尤 じ や」 

「何ん と 古義 通で は ござらぬ かな」 

「天 晴 古義 通、 古義 通じ や」 

仲の 宜ぃ 二人 は 笑い 合い、 何ん の 邪気 も 無く 褒め 

合った。 

先刻から 門前に 佇んで、 鈴 を 鳴らして いた 托鉢僧 I 

I 頭髪 白く 銀 のように 輝き、 皮膚の 色 も 白く 鞣 革の 



ように 光った、 老いた 威厳の ある 托鉢僧 は、 其 時 何ん 

と 思った か、 つかつかと 門の 内へ 這 入って 来たが、 

「失礼ながら 匁の 穿鑿、 ちと 曖昧で ござり 申す よ」 

斯う 云う と 縁側へ 腰 を かけた。 

「これ はこれ は 旅の 僧、 匁の 字に 異議 ござる との？」 

純 八 は ヒョィ と 起き直り、 老僧の 顔 を まじまじと見 

た。 

「いやい や 決し て 異議 で は， > J ざらぬ、 誤り を 正て あげ 

るの じ や」 

僧 は 優しく 笑った が、 

「匁 は 文ズの 略字で は 無うて、 銭と いう 字の 俗字で ご 



ざる。 これ は篇 海に も 出て 居ります 哩。 又、 説 文 長 養 

に は 泉と い う 字の 草書 じ やと、 此 様に 記して も ござり 

ます 哩。 而て泉 は 銭に 通ず、 即ち、 匁 は 銭と 同じ じ や」 

傍 引 該博の この 説明に は、 純 八 も 松 太郎も 一言 も 無 

く、 すっかり 心から 感心した。 

で、 純 八 は 座敷へ 請 じて、 茶 を 淹れ斎 を 進めたり し 

て、 懇 に P を 待禺. I したが、 

「偖、 ご 老僧、 承 わり 度い は、 歳の 字と 才の 字の 異弁 

で ござる が、 拙者、 先日 迄、 才の字 こそ は、 所謂 歳の 

字の 当字で あろうと、 斯う 思い込んで 居りました とこ 

ろ、 頃日、 名家の 墨 跡 を 見、 歳の 字の 件まで 参り まし 



た 所、 才の 字が 書かれて ございました」 

「それと て 当字で は ござらぬ よ。 即ち、 才は 哉の 古字、 

而て哉 は 戴に 通じ、 尚又 戴 は 歳の 字と 同意義、 自然 才 

の 字 は 歳の 字に 通じ、 一 一 者 は 全く 同 一 字で ござる」 

また また 

そこで 純 八は復 訊いた 〔# 「復 訊いた」 は 底本で は 「復 

また 

p< ヽ t II。 

Ills レ J/ し し 

「拙者 は此 土地の 郷士で ござって 祖父の 代まで は 家 も 

栄え、 地方の 分限者で ござり ましたが、 父の 世に 至つ 

て 家 道 衰え、 両親 此世を 逝って 後 は、 愈々 赤貧 洗う が 

如く、 ご覧の 通り 此 拙者、 妻帯の 時節に 達し 居り 乍ら、 

めと めと めと 

妻 も 娶れぬ 〔# 「娶れ ぬ」 は 底本で は 「聚れ ぬ 匕 境遇な が 



純 八 は 老僕の 八 蔵 を、 医師 千 斎の 許へ 走らせた。 

間も無く 遣って 来た 千 斎 は、 静かに 老僧の 脈 を 数え、 

暫く じ つ と 考えて いたが、 

「鳥渡お 耳 を」 

と 囁いて、 隣室まで 純 八 を 誘った。 

「何ん と本条 殿、 あの ご 老僧 は、 貴殿の ご 縁辺で でも 

ひそ 

ござる かな？」 —— 声を窃 めて 先ず 訊いた。 

「いや 縁者で も 知己で も ござらぬ。 しかも 今日 

おめに かか 

邂追 つたば かりの、 赤の他人で ござり まする がな… 

•:」 —— 純 八 は 幽 に 眉 を ひそめ 「何 か 老僧の ご 病気に 



就き 不審の 点で も ござります るかな？」 

「左様、 些 不審で は ござる が、 夫れ は 又 夫れ として 何 

れ千 斎、 研究 致す 事と して、 兎に角 至急 あの 御 僧 を 門 

外へ お移しな さり ませ」 

「それ は 又 何故で ござる かな？」 

「いやいや 何故 も 兎角 も 不用、 一刻も早く 追い出しめ 

され」 

「それ は 不仁と 申す もの、 理由の 説明 無い からに は、 

左様な 不親切 は 出来 ませぬ」 

純 八 は 首 を 振る のであった。 すると 千 斎 は 気の毒 そ 

J- フに、 



「いやい ゃ是 でお 暇で ござる」 僧 は 微妙な 笑 い 方 をし、 

「是非 発足たねば なり ませぬ。 と 申す のは此 辺に 愚僧 

の 敵が ござる から じ や。 いやいや 長袖と 申す 者 は、 変 

に 意地く ねの 悪 いもの じ や。 貴殿 も > J 用心な さるが よ 

い。 あの 千 斎と か 申す 薬師、 ろくな 者で は ござらぬ 

依って … … が 貴殿の ご 親切 は 愚僧 決して 忘れ は 致さぬ。 

恐らく 直ぐ にも 好い ご 運が 御身 に 巡って 参ろうと 存ず 

る。 ご免 下されい。 おさらば で ござる」 

斯う 云う と スック と 立ち上がり、 ス タス タ 往来の 方 

へ 足 を 運んだ が 又 口から 稳物を 吐き出した。 併し 老僧 

は 見返り もせず、 門から 外へ 出て 行った。 と 最ぅ姿 は 



見えない ので ある。 

「お気の毒に も) J 老僧 は 未お 体が 悪い と 見える」 —— 

斯う 云い 乍ら 門の 方 を 暫く 純 八 は 見送った が、 鱸て 

しもべ 

僕 の 八 蔵 を 呼んで 其 穢物を 掃除 させた。 

八 蔵 は 何 か 口の 中で ぶつぶつ 不平 を 云って いたが、 

主人の 命令に 従って 鍬で 其 辺の 土を搔 いた。 力 チリと 

鍬の に 当たる ものが ある。 見る と 手頃の 銀 環で ある。 

その 銀 環 をぐ いと 引く と、 革袋の 口が 現れた。 

「これ は 不思議」 と 縁から 下りて、 純 八 も 八 蔵へ 手 を 

貸して、 共に 銀 環 を 引っ張った。 二人の 力 を 合わせて 

も、 革袋 は 動こうと もしない ので ある。 つまり 夫れ 程 



重い ので ある。 

「何が 這 入つ て 居る のであろう？」 

純 八 は 好奇心に 促され、 引く の を 止めて 短刀 を 抜き、 

袋の 口 を 切り払つ たが、 その 瞬間に 鋭い 悲鳴が 「が I 

I ッ」 と 切 口から 聞え て 来た。 併し 不思議 は 夫れば か 

りで 無く、 見よ や 巨大の 袋の 中 に は 黄金ば か りが 張ち 

切れる 程に 一 杯に 充ち 満ちて いるで はない か！ 

「偖 こそ 昨日の 老僧 は 仏 菩薩の 化身で あ つたよ の！ 

我の 貧困 を憐み 給い 巨財 をお 授け 下された のであろう 

ぞ！ 南無阿弥陀仏」 

と 思わず 知らず、 純 八 は 念仏 を 申した が、 果して 彼 



「(前略) …… 彼の 歓喜 限り無く 宛 ら蚊竜 時に 会うて 

天に 向か つ て 舞る が 如く 多年 羨み 望みた る 所の 家財 調 

度 を 買 求め、 家の 隣の 空地 を 贖 ひ、 多くの 工匠 を 召し 

集めて、 数奇 を 凝らせる 館 を 築けば、 即ち 屛障光 を 争 

ひ、 奇樹 怪石 後 園に 類 高く、 好望 佳 類 類う もの 無し。 

婢僕 多く 家に 充ち、 衆人 を 従へ て 遊 燕 すれば、 昔日 彼 

の 貧 を 嫌って、 接近 を 忌みた る 一 門 親族 も 〔# 二 門 親 

族 も」 は 底本で は 二 門 親 も 匕 後に 来って 媚を呈 す。 云々 

…… (下略)」 

要するに、 彼 は 一朝に して、 王侯の 生活に 達した の 

であった。 で 成金の 常と して 幾人 もの 妾 を 蓄えた が、 



笹 千代と いう 一 一十 歳の 美婦を 専ら 彼 は 寵愛した。 

斯うして 彼の 好運 は、 先 拡リに 益々 拡り、 容易に 崩 

れ そうに も 見えなかった。 併し 老 医師 千 斎ば かり は、 

あの 時 以来 足踏み をせ ず、 純 八の 噂の 出る 毎に、 

「いやいや 誠の 栄華 で は \ J ざ らぬ。 魑魅魍魎の 妖術で 

ござる よ」 

斯う 苦々 しそうに 云い 放し、 彼の 運命 を 気遣う ので 

あった。 幼馴染の 筒井 松太郎 は、 以前に 変らぬ 友情 を 

以 つて 絶えず 彼の 許 を 訪れた が、 是も 時々 小首 を 傾げ、 

「ハテ 、此 素晴らしい 好運 は、 一体 何時まで 続く ので 

あろう？」 と、 不安そう に 眩く 事が あった。 



斯うして 一年 は 経過った が、 其 時 大きな 喜が 復も純 

八に 訪れて 来た。 それ は赞 千代が 男の子 を 儲けた こと 

い つ くし 

で、 早速 吉 丸と 名 を 付けて、 宝の 様に 慈愛んだ。 美し 

い 女、 不足 無い 衣食、 そうして 子 さえ 出来た ので 〔# 

「ので」 は 底本で は 「の 族で」 r 心 ゆく までの 大 栄華に、 

彼 は 浸る 〔# 「浸る」 は 底本で は 「侵る 匕 ことが 出来た の 

である。 

彼の 館の 庭園に 古い 広い 池が あった。 以前 空地で 

あった 頃から 其 池 は 其処に 在った ので、 其 頃から 其 池 

は 人達に よって、 「蟇の 池」 と 呼ばれて いた。 夫れ は 巨 

大な 無数の 蟇が 其処 を 住家に して 住んで いるからで、 



ました 際に は、 私の 力の 及ぶ 限り は、 必ずお 力に なり 

ましょう 程に、 お 心安く 覚し 召せ」 

云って 了う と 蟇の 姿 は、 幻の ように 消えて 失せ、 ス 

ヤス ャと 眠って いる 吉 丸ば かりが、 布団の 上に 置いて 

あった。 

二度目の 災難の 起こった の は、 それから 十日 程 経つ 

た 時で、 厨の 方から 火が 起こり、 館 を 灰燼に 為ようと 

した。 其 時 不思議 や 池の 水、 忽ち 条々 と 噴き 上がり、 

焰に 向かって 降り かかった ので、 さしもの 劫火 も 〔# 

「劫火 も」 は 底本で は 「却 火 も 匕 瞬間に 其 勢力 を 失って、 

無事に 館 は 助かった。 斯うして 不安の 夏 も 逝き、 秋の 



初めに なった 時、 遂々 恐ろしい 没落が 純 八の 身の上に 

落ちて 来た。 

それ は 後 園の 藤 袴が 空色の 花 を 枝 頭に 着け、 築山の 

裾 を 女郎花が、 露に 濡れながら 飾る という 如何にも 秋 

めいた 曰の ことで あつたが、 純 八 は 一人 池の 周囲 をの 

ん びりした 気持で 歩いて いた。 

と、 裏門が ギ ー と 開いて、 三年 前に 初めて 逢い、 彼 

に 福徳 を 授けて 吴れた 白髪 皓膚 〔# ルビの 「こうふ」 は 

底本で は 「こうひ 匕 の 托鉢僧が、 そこから 忽然と 這 入つ 

て 来た。 

「お、 これ は ご 老僧。 ようこそ お出で 下されました」 



と 其剎那 高楼の 四方から 焰々 たる 大火 燃え 上った が、 

忽ち 館 は 烏有に帰した。 

「異譚 深山桜」 に は、 其 時の 事 を 次のように、 哀れ 深 

く 書いて ある。 

せきりょう 

「(前略) 妖火 静まって 後 を 見れば、 寂寥と して 一物 

無く、 家屋 広 園 悉く 潰え、 白骨 塁々 雑草 離々 人語 鳥 声 

聞 ゆる もの 無し。 而て 白骨 は 彼の 家人、 即ち 妾婢 幼児 

なりき。 

彼啞 然として 心 茫々、 回顧 すれば 老僧の 姿、 又倐忽 

〔# るび の 「しゅっこつ」 は 底本で は 「しょこつ 匕 として 消 

亡す。 (下略)」 



つまり 恋しい 笹 千代 も 恩愛 限り無い 吉丸 さえ、 彼 は 

失って 了った のであった。 如何に 彼が 驚いた か、 どん 

なに 彼が 悲しんだ か、 敢て そんな 事 は 筆 を 改めて 説明 

する にも 及ぶまい。 II 斯うして 彼 は 一 切の 栄華、 総 

ての 物 を 失った のであった。 



美人と 童子 



一 朝に して 王侯の 生活、 再転して 乞食の 境遇。 昨日 



「純 八 殿、 純 八 殿」 と 呼ぶ 者が ある。 

どなた 

「何人で) /ざる？」 

と 怪しみ 乍ら、 純 八 は 四辺 を 見廻 わした。 人の 居る 

ような 気配 も 無い。 で 復彼は 歩き 出した。 と復 同じ 声 

がして、 

「純 八 殿、 純 八 殿」 と 呼び掛ける。 夫れ はどう やら 梅 

の 古木の 洞穴の 中から 来る ようで ある。 

彼 は 不思 議に 思い 乍ら、 洞穴の 方へ 近寄って 行った- 

そして 其 前に 立ち 乍ら、 

「何人で ござるな？ 呼びな された は？」 

斯う 云って 声を掛けて 見た。 すると、 其 時、 見覚え 



の ある、 例の 老僧が 洞穴の 中から、 ヒョィ と 半身 を 現 

したが、 

「愚老 で ござる よ。 お忘れ かな？」 

「や、 これ は あの 時の ご 僧 £:」 

「いかがで ござるな、 ご 気 嫌 は？」 僧 は ニヤ リと 笑い 

乍ら 「どうやらお 変り も 無い ようじ やの？」 

「爾来、 平穏無事で ござる」 

「それ は 何よ リ 結構 じ や。 …… どうじ やな、 拙宅へ 参 

られて は？」 

「 、) J 庵室 は 何処に ござります な？」 

「此 洞穴の 根方に ござる よ。 どうじ やな 直ぐに 参られ 



(下略)」 

「あつ」 

と 純 八 は 夫れ を 見る と、 喜びの 声 を 上げ 乍ら、 二人 

の 居る 方へ 走り出した。 笹 千代 も 吉丸も 夫れ と 見る と、 

是も 喜んで 走り 寄って 来たが、 俄に 足 を 止めて 指さし 

た。 そして 大声で 斯う 叫んだ。 

「お逃げなさい！ お逃げなさい！」 と。 

純 八 は ハツと 気が付いて、 背後の 方 を 振り返った。 

見よ！ 背後に は 僧 は 居ずに、 皓々 と 輝く 一匹の 

巨蟒、 数 間に 延びた る 蛇体の 一 部に、 可 笑く も 墨染の 

法衣 を 纏い、 純 八 を 目掛けて 一 文字に、 矢の ように 飛 



び 掛かって 来る ではない か！ 



止跑の 無い" い 口 



「偖 こそ 妖怪！」 

と 純 八 は、 腰の 太刀に 手 を 掛ける と、 キラ リと ばか 

りに 抜き放した。 途端に 飛び かかる 蟒 の 胴 を 颯と 斜 

めに 切り付ける 刹那、 太刀 は 三 段に バラ バラと 折れた。 

「南無 三宝！」 



と 飛び退いた 折し も、 

「お逃げなさい！」 

と 叫ぶ 声が、 背後の 方から 聞え て 来た。 

「もう 逃げる より 仕方が無い」 

純 八 は 一散に 走り出した。 元来た 方へ 走る ので ある。 

走り 乍ら 振り返え ると 〔# 「振り返え ると」 は 底本で は 「振 

リ 退え ると 匕、 シュ ー ッ、 シュ ー ッと 音を立て 乍ら、 蟒 

は 後から 追つ かけて 来る。 「追い付かれて は 一大事！」 

と、 彼 は 今 は 見返 えりもせ ず、 命 限り 走って 行く。 行 

手に 梅の 古木が あり、 根元に 一 箇の 洞穴が ある。 洞穴 

へ 飛び込んだ。 と、 その 瞬間、 月の 光の、 ほのかに 地 



夥しい 臭気が 洞穴の 中から、 煙の ように 噴き出した 

かと 思う と、 妖 僧の 姿 は 既に 消えて、 斯う 叫ぶ 声ば か 

りが 聞え て 来た —— 

「 …… 俺との 縁 は是で 切れた！ 安心し やれ 安心し や 

れ！」 嗄れた 笑声 を 響かせた が 「女の 切 髪 気を付けよ、 

気を付けよ！」 

その後 は 森 然と 物寂しく、 何ん の 音 も 聞えない。 た 

だ 月明に 梅花ば かりが 白く 匂って いるば かりで ある。 

「それ は さぞ 恐ろし ゆう ござ つ たろう」 医師 千 斎 は 純 

八の 口から、 以上の 物語 を 聞かされ ると、 身の 毛 も 〔# 



「身の 毛 も」 は ママ U 慄 立てて 驚いた。 そうして 暫時 考 

えていた が、 

「今後 は 充分 注意な されて、 一 一度と 再び 妖怪 共に 魅入 

られ ぬよう なさり ませ。 今度 魅入られたら 一大事、 二 

つ 無い 命 を 取られよう も 知れぬ」 

「いや 充分に 気を付けましょう」 

「当分 外出な ど はなさら ぬがよ い」 

「仰せに 従い 此処 一、 二 ヶ月 は、 家に 籠る ことに 致し 

ましょう」 

其処 へ 松 太郎も 訪ねて 来たが 話 を 聞く と 斯う 云 つ た。 

「小 坂の 観音の 梅の 古木 こそ、 ちと 怪しいで は ござら 



「たかが 妖怪で は ござらぬ か。 何ん の 兇変な ど 受け ま 

す もの か」 

「いやいや 夫れ は 広言と いう もの。 現に 此処に 純 八 殿 

が 災難 を 受けられ たで はノ j ざらぬ か」 

「拙者の 言葉が 広言と な？」 松 太郎は 苦い 顔 をした が、 

自然 言葉 も 荒くな リ、 「広言 か 否か は 試した 上の 事！ 

憚ながら 此松 太郎に は、 五分の 隙 も ござらねば、 妖怪 

の 魅入る 可き 道理 ござらぬ！」 

すると 今度 は 純 八が、 ムッ としたよ うな 顔 をした が、 

「これ は 筒井 殿お 言葉 じ や、 然 らば 拙者に は 魅入られ 

るよう な、 武道の 隙間 ござった のかの？」 



「左様」 

と、 売 言葉に 買 言葉、 つい 松 太郎は 云い 切った —— 

「左様、 隙間が あつたれば こそ、 魅入られ たので ござ 

ろうが の」 

「益々 以 つて 異なお 言葉、 親友と て 聞 捨てなら ぬ！ 

先ず 聞かれい 筒井 殿、 これが 人間と 人間との、 相対 太 

刀 討 又は 議論に、 打ち 敗 かされた と 申すなら、 いかに 

も 武道 不鍛鍊 の 隙間と 申さ れても 為 方 ご ざ ら ぬが、 名 

に 負う 相手 は 妖怪 で > /ざる。 しかも 神変 不思議 の 術 を 

自在に 使う 恐ろしき 奴！ 魅入られ るの は 不可抗力 

じ や！ なんと 左様で は ござらぬ かな？」 



「おお、 果たし合い か！ 心得たり！」 

はず 

時の 逸み で 松太郎 も、 刀 を 執らざる を 得なかった。 

「卑怯な 云い 分と は 無礼 至極！ いざ 庭へ 出よ、 討ち 

果して 5! ハれ よう！」 

「そう 云う 頰 げた、 いで 此方 こそ！」 

二人 は あわや 一 足 飛びに 座敷から 庭へ 飛び下りよう 

とした。 

「ま、 ま、 暫く、 お待ちな されい！」 

驚いた の は 千 斎で、 しっかと 二人の 裾 を 握りい かな 

放そうと しなかった。 



葉の 落ちる 些かの 音 さえ、 はっきり 〔# 「はっき リ」 は 

底本で は 「はつかり 匕 耳に 聞え て 来る。 

すると、 其 時、 ス タス タと、 立 木の間 を 潜りながら 

近付いて 来る 人影が ある。 見れば 美しい 手 弱 女で、 髪 

豊に頸 足 白く、 嬋娟 たる 姿、 臈 たける 容貌、 分けても 

大きく 清らかの 眼 は、 無限の 愁い を 含んで いて 見る 人 

の 心 を 悩殺す る。 年 は 凡そ 十九ぐ らい、 高価の 衣裳 を 

着て いる 様子 は、 良家の 令嬢と 思われた。 

純 八の 居る のに 気が付か ぬかして、 辻堂の 前まで 歩 

いて 来る と、 うずくまり 乍ら 合掌し、 熱心に 何事 か を 

祈って いたが、 その 声 はどう やら 泣いて いるら しい。 



やがて 彼女 は 立ち上がった。 が復 直ぐに 地面に 坐り、 

きょき 

また 其処で 暫く 戯欷 したが、 遂に 懐中から 懐剣 を 取り 

出し、 あわや 喉へ 突き立てよ うとした。 

始終 を 見て いた 純 八 は、 此時 思わず 身 を 乗り出し 懐 

剣 持つ 手 をつ と 抑えた が 〔# 「つと 抑えた が」 は ママ〕、 

「この 短刀まず まずお 放しな されい！ 見れば 浦 若い 

娘の 身で、 このような 所へ 来る さえ あるに、 自害な さ 

ろうと は 心得ぬ。 死ぬ 程の 苦痛 ござるなら、 一 応 拙者 

にお 話しな されい。 及ばず乍らお 力に もな り、 ご 相談 

にも 乗り 申そう」 —— 無理に 懐剣 を 奪い取り、 尚 優し 

くいた わった。 彼の 誠心に 感じた もの か、 娘 は 鑣て乱 



なった。 

で、 純 八 は 其時以 来復 も 幸福の 人間に なり、 生き 甲 

斐 ある 身の上と なった ので あるが、 今度 も 老医千 斎ば 

みやま 

かリ は、 彼の 幸福 を 喜ばず、 深山と いう 女 を怪ん だ。 

そうして 或 時 こんな 事 を 云った。 「人間 は 勿論 総る 生 

物に は、 その 生物と しての 脈が ござる。 以前 奇怪な 托 

鉢 僧 を 人間なら ずと 見極めた の も、 人間なら ぬ 不思議 

な 脈 を 其奴が 持って いたからで ござる。 果して 其奴 は 

人間で は 無うて 恐ろしい 白 蛇で ござった わ。 —— と ザ J 

ろで 総の 生物に は、 又 その 各自の 生物に 応じた 一 種の 

いきづかい 

呼吸法が 有る 物で ござる。 そこで 今 S の 深山と いう 女 



である。 

斯うして 半年が 過ぎ去った。 果然 その 時 案じて いた 

ような 惨し い 悲劇が 湧き起 こった。 そうして 夫れ は 松 

太郎に 依って、 計画され たもので あった。 で、 作者 は 

もう 一度 「深山桜」 を 引例して、 その 恐ろしい 最後の 

悲劇 を 読者のお 耳に 入れようと 思う。 

「 …… 旧友 筒井 松太郎 は、 議論の 怨み を晴 さん ものと、 

窃に 機会 を 窺い 〔# 「窺い」 は 底本で は 「窮 い」〕 居た るが、 

深山と 純 八との 仲宜 きを 見て、 己 その 仲 を 裂き 舆 れん 

と、 或 ひ は 口 を 以て 深山 を 説き、 又は 艷書を 送りな ど 

して、 彼女の 心 を 乱さん とせり、 然るに 純 八 遇 然の事 



伝って 天井裏へ、 鼠の やうに 隠れたり。 この 物音に 眼 

を醒 ましたる 本 条純八 は 只 茫然と、 松 蔵の 顔 を 眺める 

のみ。 精神 脱 楽人 事 を 弁ぜず、 まして 言葉 を 出す 由 も 

無し、 今は是 迄と 松 蔵 は、 純 八の 頭 を 打ち落し、 尚 女 

め を 仕 止めん ものと、 落ち 散る 丸木 をお つ 取って、 ハ 

ッと 天井 を 突き 上 ぐれば、 板目 破れて 其 隙間より、 五 

尺 あまりの 真黒の 物 ドッと 落ちた る を 好く 見れば、 四 

つの 手 脚 人間に 似た る、 守宮な リ 〔# 「守宮な リ」 は 底 

本で は 「宮守な リ」 r 松 蔵 も 流石に 驚き、 思 はず 呼吸 を 

呑みた る も、 やがて 刀 を 持ち直し、 ダサと 背骨 を 突き 

通し、 弱る 所 を 足で 踏まへ、 直ちに 首 を 落したり。 云々。 



(下略)」 
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